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今年も HP 閲

覧をお願い

します！ 

 

 

 

  始業式では・・・ 

 2020 年はオリンピック・パラリンピックイヤーということで、西九州大

学在籍の車椅子テニスのプロである、大谷桃子選手を紹介しまし

た。現在国内ランキング２位、世界ランキング１０位ということで、パラ

リンピック出場はもとより、メダル獲得が期待されている選手です。 

 １８才で病気のため車椅子となられましたが、そこから練習に次ぐ

練習で、現在若手の有望株となられています。パワーフレーズは「努

力は裏切らない」。その言葉のとおり、月曜から日曜まで練習をされ

ています。 

 子供達にも、自分の夢、やりたいことに向かって努力をすることを

大切に３学期も頑張ってほしいという話をしました。ぜひ、子供達、

そして大谷選手にも応援をお願いします！ 

 

保
護
者
・地
域
の
皆
様 

 

初
春
の
慶
び
を
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す 

 

正
月
（
む
つ
き
）
立
つ 

春
の
初
め
に 

か
く
し
つ
つ 

 

相
（
あ
ひ
）
し
笑
み
て
ば 

時
じ
け
め
や
も 

大
伴
家
持 

（
正
月
、
新
春
の
初
め
に
、
こ
の
よ
う
に
し
つ
つ
互
い
に
微
笑
み

合
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
時
宜
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
よ
ね
？
） 

 

こ
れ
は
日
本
最
古
の
万
葉
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
新
年
を

寿
ぐ
和
歌
で
す
。
千
年
以
上
も
前
と
は
思
え
な
い
、と
い
う

よ
り
も
人
は
同
じ
こ
と
を
思
う
も
の
だ
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

さ
て
、皆
様
は
ど
の
よ
う
な
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
達
は
、十
四
日
間
の
お
休
み
を
存
分

に
楽
し
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
中
に
は
勉
強
を
た
く
さ

ん
し
た
、学
校
の
方
が
楽
し
い
と
い
う
子
供
達
も
少
な
か
ら

ず
い
て
、私
た
ち
の
子
供
時
代
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。 

さ
て
、
三
学
期
は
わ
ず
か
五
十
二
日
と
期
間
が
短
い
な

が
ら
も
送
る
会
や
卒
業
式
等
の
行
事
も
あ
り
、
慌
た
だ
し

く
感
じ
る
学
期
で
す
。
そ
の
中
で
も
、一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
す

る
こ
と
を
心
が
け
、
子
供
達
の
成
長
の
た
め
に
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ま
た
、
西
郷
小
校
区
の
益
々
の
発
展
を
祈

り
、力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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   西郷小校区の素晴らしさ 

 よく地域と学校のことを表す時に、「地域は土、教職員は風」と言わ

れます。これは、地域という土壌が根底となることと、教職員は異動はあ

りますが、そこに何某かの影響を与える存在であることを表す言葉だと

思います。 

 始業式の日、何十人の子供達が新年の挨拶をしてくれました。今ま

でこういう挨拶をもらった記憶がありません。これは教えてできることではな

く、家庭や地域で育まれた文化によるもので、西郷小校区の中高生も

欠かさず挨拶をしてくれるということにも表れています。 

そこに根付く文化の価値、そしてそれを継承していくことがどれだけ

貴重か・・・ この校区に風の存在として働かせていただいていることの

有り難さを改めて感じた始業式の朝でした。 

  

 

 

 

 「物を大切にする」 
 これは今月の生活のめあてで

す。坂口先生からイチロー選手

のことを紹介しながら、物を大事

にすることは日本人の良さの一

つですとの話がありました。物を

大切にすることは「人を大切にす

る」ことにつながる習慣だと思い

ます。 

 大事な物を長く使う・・この知

恵を次世代にも伝えていきたい

ですね。 

 まずは、「記名をする」ことから

だと思います。ご家庭で今一度

筆箱点検から始めてみてくださ

い。 

 

大谷選手 


